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      令和６年度 寿都小学校いじめ防止基本方針 

                                        

１ はじめに  

  寿都小学校では、「深刻ないじめは、どの学校、どの学級、どの子にも起こりうる」ことを

職員全員が常に意識し、いじめられている児童を徹底して守るとともに、いじめている児童や

周りの児童に対し「いじめは絶対許されない」という観点から指導を行っていく。 

 子どもたちが、楽しく安全な学校生活を送ることができるように、「寿都小学校いじめ防止

基本方針」を策定する。 

   

寿都小学校における「いじめ防止のための基本姿勢」 

   ○いじめが起きにくい学校風土・学級風土を作る。    

  ○児童と児童、児童と教職員をはじめとする温かな人間関係を築く。 

  ○いじめの早期発見・早期対応に努める。 

  ○道徳教育を充実させ、人間としてよりよく生きる人格の基盤としての道徳性を育成する。  

  ○いじめ問題については、保護者・地域との連携を深める。 

  〇児童が望ましい人間関係を構築していくとともに、けんかなど交友関係から生じたトラブ

ルやいじめの問題を解決し、人間関を修復していく力を身に付け、変化の激しい社会にお

いて自立し、粘り強く、たくましく生きていくことができる力を育成する。 
 

２ いじめ問題に関する基本的な考え方 

 （１）いじめとは 

 

 （２）いじめの基本認識 

    「いじめ問題」に取り組むにあたっては、いじめがどのような特質があるのかを十分に認

識し、『未然防止』と『早期発見』に取り組むとともに、いじめが認知された場合は『早期

対応』に的確に取り組むことが必要ある。 

  

  「いじめ問題」への基本的な認識           

   ①いじめは、どの児童にも、どの学級・どの学校にも起こりうるものである。 

   ②いじめは、人権侵害であり、決して許される行為ではない。 

   ③いじめは、いじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

   ④いじめは、多くの児童が被害児童としてだけではなく、加害児童としても巻き込まれる

ことや被害、加害の関係が比較的短期間で入れ替わることがある。 

  ⑤いじめは、大人には気づきにくいところで行われ、発見しにくく陰湿ないじめが継続し

て行われていることが多い。 

   ⑥「けんか」や「ふざけあい」であっても、見えない所で被害が発生していることがある

ため、背景にある事情をしっかりとらえることが重要である。 

   ⑦いじめは、その行為の態様により暴行、恐喝、強要等の刑罰規則に抵触する。 

   ⑧いじめは、教職員の児童観や指導のあり方が問われる重要課題である。 

   ⑨いじめは、家庭教育の在り方に大きな関わりをもっている。 

   ⑩いじめは、学校、家庭、地域社会などすべての関係者がそれぞれの役割を果たし、一体

となって取り組むべき問題である。 

  ⑪いじめの解消に当たっては、「いじめ対策委員会」において、長期的（３カ月以上）に

状況を確認し判断することが重要である。 

 「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生

徒と一定の人間関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える

行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対

象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

  【「北海道いじめの防止等に関する条例第２条」より】 
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３ いじめを未然に防止するために 

〈児童に対して〉 

 ・児童一人一人が認められ、お互いを大切にし合い、学級の一員として自覚できるような学級

づくりを行う。また、学級のルールを守るという規範意識の醸成に努める。 

 ・思いやりの心や児童一人一人がかけがえのない存在であるといった命の大切さを道徳の時間

や学級指導を通して育む。 

 ・「いじめは決して許されないこと」という認識を児童が持つような様々な活動の中で指導し

ていく。 

 ・見て見ないふりをすることが「いじめ」をしていることにつながることや「いじめ」を見た

ら、先生方や友達に知らせたり、止めさせたりすることが大切であることを指導する。 

 

〈教職員に対して〉 

 ・児童一人一人が、自分の居場所を感じられるような学級経営に努め、児童との信頼関係を深

める。 

 ・児童の思いやりの心や命の大切さを育む道徳教育や学級指導の充実を図る。 

 ・けんかなど交友関係から生じたトラブルやいじめの問題を解決し、人間関係を修復していく

力を身に付け、変化の激しい社会において、自立し、粘り強く、たくましく生きていくこと

ができる力を育む。 

 ・「いじめは決して許さない」という姿勢を全教職員が持っていることを様々な活動を通して

児童に示す。 

 ・児童一人一人の変化に気づく鋭敏な感覚を持つように努める。 

 ・児童や保護者からの話を親身になって聞く姿勢を持つ。 

 ・多くの児童が被害児童としてだけではなく、加害児童としても巻き込まれることや被害、加

害の関係が比較的短期間で入れ替わる事実を踏まえ、対応する。 

 ・軽い言葉で相手を傷つけたが、すぐに加害児童が謝罪し教員の指導によらずして良好な関係

を再び築くことができた場合等においては、「いじめ」という言葉を使わず指導するなど、

柔軟な対応も可とする。ただし、これらの場合であっても、事案を「いじめ防止委員会」で

情報共有して対応する。 

 ・「けんか」「ふざけ合い」であっても、見えない所で被害が発生している場合もあるため、

背景にある事情の調査を行い、児童の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを判

断するものとする。 

 ・日頃からグループ内で行われているとして「けんか」「ふざけ合い」を軽く考え、見逃して

しまうこともあるので、ささいに見える行為でも、表には現れにくい心理的な被害を見逃さ

ない姿勢で対応する。 

 ・児童が互いの違いを認め合い、支え合いながら、健やかに成長できる環境の形成を図る観点

から、例えば、「発達障がいを含む障がいのある児童」や「海外から帰国した児童や外国人

の児童、国際結婚の保護者を持つなどの外国につながる児童」「性同一性障害や性的指向・

性自認に係る児童」「自然災害等により被災した児童又は原子力発電所事故により避難して

いる児童」等、学校として特に配慮が必要な児童については、日常的に、当該児童の特性を

踏まえた適切な支援を行うとともに、保護者との連携、周囲の児童に対する必要な指導を組

織的に行う。 

 ・問題を抱え込まないで、管理職への報告や同僚への協力を求める意識を持つ。 

 

〈学校全体として〉 

 ・全教育活動を通して、「いじめは絶対に許されない」という土壌をつくる。 

 ・いじめに関するアンケート調査や、hyper-QU 等を実施し、その結果から児童に様子などを

教職員全体で共有する。 

 ・「いじめ問題」に関する校内研修を行い、「いじめ」についての理解と実践力を深める。 

 ・「いじめ問題」に関する取組を児童会で行う。 

 

〈保護者・地域に対して〉 

 ・策定した「寿都小学校いじめ基本方針」を学校ホームページへの掲載、学校便りに記載し配

布、学校内への掲示、その他の方法により、児童、保護者や地域住民が学校いじめ防止基本
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方針の内容を容易に確認できるような措置を講じる。 

・児童が発する変化のサインに気づいたら、学校に相談・連絡してほしいことを伝える。  

・「いじめ問題」の解決には、学校・家庭・地域の連携を深めることが大切であることを学校

便り、学級通信等でお知らせし、理解と協力をお願いする。 

 

４ 「いじめ」の早期発見・早期対応について 

 （１）早期発見にむけて 

 ・児童の様子を担任をはじめ多くの教職員で見守り、気づいたことを共有する場を設ける。 

 ・様子に変化が感じられる児童には、教師は積極的に声かけを行い、児童に安心感を持たせる。 

 ・アンケート調査や教育相談において、児童のＳＯＳの発信を受けた場合は、いじめ対策委員

会に報告し、迅速に対応する。 
 

 （２）相談ができる風土 

 ・いじめに限らず、困った事や悩んでいることがあれば、誰にでも相談できることや相談する

ことの大切さを児童に伝えていく。 

 ・いじめられている児童や保護者からの訴えには、親身になって聞き、児童の悩みや苦しみを

受け止め、児童を支え、いじめから守る姿勢を持って対応することを伝える。 

 ・いじめられている児童が自信や存在感を感じられるような励ましを行う。 

 ・いじめに関する相談を受けた教職員は、管理職に報告するとともに校内委員会を通して校内

で情報を共有するようにする。 

 

 （３）早期の対応 

 ・教職員が気づいたあるいは児童や保護者から相談があった「いじめ」について、事実関係を

早期に把握する。 

 ・事実関係を把握する際には、学校として組織的な体制をもとに行う。 

 ・いじめている児童に対しては、「いじめは絶対に許さない」という姿勢で臨み、まず、いじ

めることをやめさせる。 

 ・いじめられている子を保護し、心配や不安を取り除く。 

 ・いじめることがどれだけ、相手を傷つけ、苦しめているかを気づかせるような指導を行う。  

 ・いじめてしまう気持ちを聞き、その児童の心の安定を図る指導を行う。 

 ・軽い言葉で相手を傷つけたが、すぐに謝罪し良好な関係を築けた場合等においても、事案に

応じて「いじめ」に該当するという意識を持ち、対応する。 

 
 

 （４）早期発見につながる子どものサイン 

場 面 観察の観点（※印は、無理にやらされている可能性があるもの） 

朝の会
 □遅刻・欠席が増える。        □始業ギリギリの登校が多い。 

□表情がさえず、うつむきがち。        □出席確認（健康観察）の際、声が小さい。 

授 業 

の 

開 始 

□忘れ物が多くなる。         □涙を流した気配が感じられる。 

□用具・机・椅子等が散乱している。  □周囲が何となくざわついている。 

□席を替えられている。                □一人だけ遅れて教室に入る。 

授業中 

□正しい答えを冷やかされる。     □グループ分けで孤立しがちである。 

□発言に対し、しらけや嘲笑が多い。  □保健室によく行くようになる。 

□責任ある係の選出の際、冷やかし半分に名前が挙げられる。 

□ひどいあだ名で呼ばれる。      □ノートや教科書を見られないようにする。 

□※ふまじめな態度で授業を受ける。  □※ふざけた質問をする。 

□※テストを白紙で出す。 

休み時間 

□一人でいることが多い。              □集中してボールを当てられる。 

□わけもなく階段や廊下を歩いている。 □遊びの中で、いつも同じ役をしている。 

□休み時間、用事もないのに職員室や保健室等に来る。 

□遊びの中で孤立しがちである。    □プロレスごっこで負けることが多い。 

□※大声で歌を歌う。         □※仲良しでもない者とトイレに行く。 
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給食時間 

□食べ物にいたずらされる。      □嫌われるメニューの時に多く盛られる。 

□グループで食べるとき、席を離している。  

□その子どもが配膳するといやがられる。□※好きなものを級友に譲る。 

清掃時間 

□目の前にゴミを捨てられる。     □最後まで一人でする。 

□机や椅子がぽつんと一つ残る。    □※サボることが多くなる。 

□※人の嫌がる仕事を一人でする。 

放課後 

□衣服が汚れたり髪が乱れたりしている。□用事がないのに学校に残っている日がある。 

□顔にすり傷や鼻血の後がある。     

□急いで一人で帰宅する。              □※他の子の荷物を持って帰る。 

動作や 

表情 

□活気がなく、おどおどしている。   □視線を合わせない。 

□教師と話すとき不安な表情をする。  □さびしそうな暗い表情をする。 

□手遊び等が多くなる。        □※言葉遣いが荒れた感じになる。 

□委員や係を辞めたいと言うなど、やる気を失う。 

□独り言を言ったり、急に大声を出したりする。 

持ち物 

服 装 

□教科書等にいたずら書きをされる。  □刃物、危険な物を所持するようになる。 

□持ち物、靴、傘等を隠される。 

その他 

□日記、作文、絵画等に気にかかる表現や描写が現れる。 

□飼育動物や昆虫等に残虐な行為をする。□下駄箱の中に嫌がらせの手紙が入っている。 

□教科書、教室の机、掲示板や掲示物、写真等に落書きがある。 

□教材費等の提出が遅れる。   

□インターネットや携帯電話のメールに悪口を書き込まれる。 

□※校則違反、万引き等の問題行動が目立つようになる。 

家庭での 

サイン 

□衣類の汚れや破れが見られ、よくケガをしたりしている。 

□部屋に閉じこもりがちになり、ため息をついたり、涙を流したりする。 

□転校を口にしたり、学校をやめたいなどと言い出したりする。 

□登校時刻になると、頭痛、腹痛、吐き気などの身体の不調を訴え、登校をしぶる。 

□不審な電話や、嫌がらせの手紙が来るようになる。 

□友だちからの電話で、急な外出が増える。 

□言葉遣いが荒くなり、親や兄弟などに反抗したり、八つ当たりしたりする。 

□食欲がなくなったり、体重が減少したりする。 

 

（５）いじめの解消 

いじめは、単に謝罪をもって安易に解消とすることはできない。いじめが「解消している」

とは、少なくとも次の２つの要件が満たされている必要がある。ただし、必要に応じ、被害

児童と加害児童との関係修復状況など他の事情も勘案して判断するものとする。 

 

①いじめに係る行為が止んでいること 

   被害児童に対する心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われ

るものを含む。）が止んでいる状態が相当の期間継続していること。この相当の期間とは、

少なくとも３か月を目安とする。ただし、いじめの被害の重大性等からさらに長期の期間が

必要であると判断される場合は、この目安にかかわらず、校長又は「いじめ対策委員会」の

判断により、より長期の期間を設定するものとする。教職員は、相当の期間が経過するまで

は、被害・加害児童の様子を含め状況を注視し、期間が経過した段階で判断を行う。行為が

止んでいない場合は、改めて、相当の期間を設定して状況を注視する。 

 

②被害児童が心身の苦痛を感じていないこと 

   いじめに係る行為が止んでいるかどうかを判断する時点において、被害児童がいじめの行

為により心身の苦痛を感じていないと認められること。被害児童本人及びその保護者に対し、

心身の苦痛を感じていないかどうかを面談等により確認する。 

   
  ※上記のいじめが「解消している」状態とは、あくまで、一つの段階に過ぎず、「解消して

いる」状態に至った場合でも、いじめが再発する可能性やいじめを受けたことによる心理
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的な影響が容易には消えない場合も十分にあり得ることを踏まえ、教職員は、当該いじめ

の被害児童及び加害児童については、日常的に注意深く観察する必要がある。 

 

５ 校内指導体制 

 （１）平常時 

  ① いじめ防止委員会 

   ア 校内にいじめ防止を目的とする「いじめ防止委員会」を設置する。 

    イ 本委員会は、次の構成員によって組織する。 

        〇生徒指導担当 ・教頭・ ・教務主任 ・低学年・高学年ブロック代表 ・養護教諭 

   ウ  本委員会は、年３回開催することを原則とする。但し、必要に応じて臨時開     

     催する。 

    エ 本委員会では、いじめを防止するために次の活動を行う。 

        ・hyper-ＱＵ  

     ・いじめについてのアンケート     

     ・いじめ防止のチラシの作成、配布  

     ・ネットパトロール    

        ・校内研修 

   オ 各分掌と連携して行う活動。   

     ・教育相談（生徒指導部） 

     ・生徒指導交流会（生徒指導部）  

     ・健康相談（養護教諭）   

     ・学校運営改善のためのアンケート（学校改善委員会） 

     カ  いじめ防止の取組内容については、学校運営協議会に定期的に報告、協議す     

     る。 

  ② いじめ防止の取組 

   ア 日常の取組    

    ○複数の教師で子どもの様子を観察する 

        ・授業では、担任以外に学習支援員などが、児童を見て情報を収集する。 

     ○毎朝、担任が教室で子どもを迎える。休み時間には、子どもと一緒に過ごしたり、校 

内の見回りをする。 

       ・授業以外の時間でも子どもと一緒に過ごすことで、子どもたちの様子を観察する。 

また、担任がいつも近くにいることで子どもが悩みをいつでも相談できる体制を取る。  

イ hyper-ＱＵの実施 

   ウ いじめについてのアンケートの実施 

      ○全学年を対象に年間２回（５月、１０月）、いじめについてのアンケート調査    

を行う。 

   エ  いじめ防止のチラシの作成、配布 

       ○６月と１１月を「いじめ防止強調月間」に定めて、いじめ防止のチラシを全家庭に配 

布して、いじめの防止を呼びかける。 

   オ ネットパトロールの実施 

       ○毎月、ネットパトロール行い、インターネットを通じて行われるいじめの防止    

に努める。 

   カ 校内研修の実施                                

○いじめの未然防止策やいじめ問題への対応等について、校内研修を行い全職員が正し 

 く理解するとともに、共通理解を図る。               

   キ 教育相談（生徒指導部） 

     ○年間２回、全児童を対象に教育相談週間を設定いじめの未然防止、早期発見の機会と

する。 

ク 生徒指導交流会（生徒指導部）  

     ○年間３回（４月、８月、１月）に生徒指導交流会を設定して、校内外の児童の行動面

・安全面についての交流を全職員で行う。 
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ケ 健康相談（保健給食係）   

       ○全児童を対象に健康相談を行う。健康相談では、養護教諭と体や心の悩みを 

相談する機会とする。 

   コ 学校運営改善のためのアンケート（学校改善委員会）  

       ○年間２回（７月、１２月）に学校運営改善のアンケートを行い、学校が行って    

いる心の教育に対する取組について評価をしてもらう。また、児童には、自分が困っ 

ていることなども記述してもらい、指導の参考にする。 

     ＊キ～コは、各分掌と連携して行う取組 

 

 

いじめ防止体制（平常時） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

（２）いじめ発生時 

   ①いじめられた児童への対応 

     ア いじめが確認された場合には、校長の指示を受け、生徒指導担当教諭を中心と    

した「いじめ対策委員会」を設置し、児童から個別の聞き取り等を実施し、早急に対応

し、重大事態とならないように対処する。 
 

  「いじめ対策委員会の役割」 

      ○いじめの相談・通報を受け付ける窓口となる。 

   ○いじめに係る情報があった時には、緊急会議を開催し、情報の迅速な共有、及び関係児 

童に対するアンケート調査、聞き取り調査等により事実関係の把握といじめであるか否 

かの判断を行う。 

   ○いじめが解消に至るまで、支援内容、情報共有、教職員の役割分担など、対処プランを

策定し、確実に実行する。 

   ○学校いじめ防止基本方針に基づく取組の実施や具体的な年間計画の作成・実行・検証・

修正を行う。 

   ○学校いじめ防止基本方針が適切に機能しているかについての点検を行い、見直しを行う。 

   ○被害者児童を徹底して守り通し、事案を解決する相談・通報を受け付ける窓口であるこ

とを児童や保護者等から容易に認識してもらう取組を行う。 

校長・教頭 

連絡 

報告 

連絡 

報告 

いじめ防止委員会 

 

☆構成メンバー 

〇生徒指導担当 

・教頭  ・教務主任 

・低学年ブロック代表 

・高学年ブロック代表 

・養護教諭 ※SC 

各学年・学級 

 

☆計画的な指導の実施 

☆いじめの実態把握 

 ・未然防止・早期発見 

 ・教育相談      等 

 連絡 

 報告 

 支援 

報告・相談・支援・助言 

学校運営協議会 
各学年・学級 児童の情報収集・情報提供 
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  イ 人権に配慮しながら事実関係を的確に確認し、親身な指導、悩みを受け止め支える指導を

実践するとともに、指導の記録を残す。 

ウ 保護者に対して、事実について説明するとともに、今後二度と起こらないような体制に

ついて説明し理解を得る努力をする。 

エ いじめられた児童を守るために、全教職員に事実について報告し、全教職員でサポート

チームを構築し必要に応じて送り迎え等を実施し、解決に向けた支援を行う。 

  オ 家庭訪問を行い、児童に安心感を持たせる。 

 ②いじめた児童への対応 

   ア 事実確認を行い、いじめは絶対に許さないという毅然とした指導及び、継続的に指導を

し、相手の思いや自己の行為を考えさせ、二度といじめを起こさない環境を構築する。 

  イ いじめに至った原因や背景を確認し、立ち直りの支援を行う。 

  ウ 家庭に連絡し、指導経過を報告するとともに、家庭での様子を確認し今後の指導に生か

す。 

③学校としての取組 

  ア いじめがあった事実を真摯に受け止め、学級環境等の改善策を協議し、豊かな人間関係

を育むための指導方法の改善を図る。 

  イ 学級指導の見直しや授業改善を図りながら児童が充実した学校生活を送れるよう環境の

改善を図る。 

いじめ防止体制（いじめ発生時） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告・相談・支援・助言 

学校運営協議会 
各学年・学級 児童の情報収集・情報提供 

◎いじめられた児童 

 〇事実確認 〇安心感 

◎保護者 

 〇報告  

◎いじめた児童 

 〇事実確認  

◎保護者 

 〇報告  

いじめの確認（保護者からの相談含） 

いじめ対策委員会☆構成メンバー 

〇校長 ・教頭 ・生徒指導担当 ・教務主任 ・養護教諭 

・低学年ブロック代表 ・高学年ブロック代表  ※SC(スクールカウンセラー)  

 
 

校内サポートチーム 

・校長・教頭 ・全担任・養護教諭 

・担任外・公務補  

事実確認調査・情報収集・情報提供・説明責任 
       〇早期対応 〇情報収集 〇窓口の一本化 

教育委員会 
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（３）重大事態発生時 

 

  ①いじめ問題対策協議会 

    重大事態発生時には、専門的な知識を有する者その他の関係者により構成されるいじめ

防止のために設置された組織（いじめ問題対策協議会）に報告し、指導・助言を受ける。 

   ②いじめられた児童への対応 

ア 専門的な知識を有する者その他の関係者により構成されるいじめ防止のために設置さ 

れたいじめ問題対策協議会を設置し、児童から個別の聞き取り等を実施する。 

イ 人権に配慮しながら事実関係を的確に確認し、親身な指導、悩みを受け止め支える指

導を実践するとともに、指導の記録を残す。 

   ウ  保護者に対して、事実について説明するとともに、今後二度と起こらないような体制

について説明し理解を得る努力をする。 

エ いじめられた児童を守るために、全教職員に事実について報告し、全教職員でサポー

トチームを構築し必要に応じて送り迎え等を実施し、解決に向けた支援を行う。 

    オ 家庭訪問を行い、児童に安心感を持たせる。 

カ スクールカウンセラーや保健師、学校医と連携し、メンタルヘルス・ケア等を行い、

自信や存在感を持たせる場の提供を行う。 

    キ 緊急避難として欠席した場合には、学習を補償するプログラムを作成する。 

    ク 教育委員会に事実関係を報告する。 

 

   ③いじめた児童への対応 

    ア 事実確認を行い、いじめは絶対に許さないという毅然とした指導及び、継続的に指導

をし、相手の思いや自己の行為を考えさせ、二度といじめを起こさない環境を    

構築する。 

   イ いじめに至った原因や背景を確認し、立ち直りの支援を行う。  

ウ 家庭に連絡し、指導経過を報告するとともに、家庭での様子を確認し今後の指導に生

かす。 

  

   ④学校としての取組 

    ア いじめがあった事実を真摯に受け止め、学級環境等の改善策を協議し、豊かな人間関

係を育むための指導方法の改善を図る。 

   イ 学級指導の見直しや授業改善を図りながら児童が充実した学校生活を送れるよ    

 う環境の改善を図る。 

ウ 重大事態が発生したことを真摯に受け止め、全校児童及び保護者にアンケート   

等を行い、事実関係を把握する。その際、被害児童の学校復帰が阻害されることがない 

ように配慮する。 

エ いじめを受けた児童及び保護者に対しては、学校として説明責任があることを    

自覚し、真摯に情報を提供する。その際、個人情報の保護に関する法律等を踏まえるこ

と。 

 

 ⑤その他 

  重大ないじめ事案や犯罪行為として取り扱われるべきと認められる場合には、いじめが児

童生徒の生命や心身に重大な危険を生じさせる恐れがあることを十分に認識し、いじめ対策

推進法第２３条第６項に基づき、直ちに警察に相談・通報を行い、適切に援助を求める。 
 

 

 「いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身または財産に重大な被害が

生じた疑いがあるとき」 

「いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがあるとき」   
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いじめ防止体制（重大事態発生時） 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡・相談・支援・助言 

学校運営協議会 
*各担任・担任外教諭・学習支援員・児童・保護者・地域・関係機関（警察等）

への情報収集・情報提供 

*報道等への対応（教育委員会、教育局との連携） 

◎いじめられた児童 

 〇事実確認 〇安心感 

◎保護者 

 〇報告 

  ＊学習保障プログラム  

◎いじめた児童 

 〇事実確認  

◎保護者 

 〇報告  ＊出席停止 

いじめの確認 

いじめ問題対策協議会☆構成メンバー 

〇校長 ・教頭 ・担任・生徒指導担当 ・教務主任 ・養護教諭 

・低学年ブロック代表  ・高学年ブロック代表 

・保健師・学校医・学校運営協議会役員 

 
 校内サポートチーム 

・校長・教頭 ・全担任・養護教諭 

・担任外・公務補・ＰＴＡ役員 

事実確認調査・情報収集・情報提供・説明責任 
       〇早期対応 〇情報まとめ 〇窓口の一本化 

町教育委員会へ速報 

関係諸機関との連携 

（情報提供） 

警察への相談・通報 
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６ いじめ防止のための年間計画 

  学校いじめ対策委員

会・防止委員会 

未然防止の取

組 

早期発見の取組 保護者や地域と

の連携 

４月 Ｐ 

 

Ｄ 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

Ｐ 

 

 

 

 

 

Ｄ 

 

 

Ｃ 

 

 

 

Ａ

Ｐ 

・学校いじめ基本方針

の画提示・確認 

① いじめ防止委員会 

・児童実態交流

（職員会議） 

 全体懇談会での

保護者への説明

・周知 

５月 

 

② いじめ防止委員会 

いじめ対策委員会 

ネットパトロ

ール（定期） 

健康相談 

（～７月） 

いじめ把握のア

ンケート  

教育相談 

ＣＳへの学校い

じめ基本方針の

画提示 

 

６月   

 

 

いじめ防止の

チラシ配布 

健康相談 

いじめチェック
（チェックリス

ト） 

アンケート結果

の公表・周知い

じめ防止チラシ

配布 

７月 ③ いじめ防止委員会 ネットパトロ

ール（定期） 

健康相談 

 学校評価アンケ

ート実施 

８月 いじめ防止委員会 ネットパトロ

ール（定期）生

徒指導交流（前

半） 

 ＣＳへの報告 

 

９月   hyper-QU の

実施  

 

いじめチェック
（チェックリス

ト） 

 

１０月 ④ いじめ防止委員会 

いじめ対策委員会 

⑤ いじめ防止委員会 

 

ネットパトロ

ール（定期） 

いじめ把握のア

ンケート  

教育相談 

 

 

１１月  いじめ防止の

チラシ配布 

 

 アンケート結果

の公表・周知 

いじめ防止のチ

ラシ配布 

１２月  ネットパトロ

ール（定期） 

いじめチェック
（チェックリス

ト） 

学校評価アンケ

ート実施 

 １月 ⑥ いじめ防止委員会 ネットパトロ

ール（定期） 

生徒指導交流

（後半） 

  

 ２月 ⑦ いじめ防止委員会   ＣＳへの報告 

改善 

 ３月  ネットパトロ

ール（定期） 

  

通 年  温かい学校づくりの取組 （児童会を中心に） 

好意に満ちた言葉かけ 職員研修（月１度 ミニ研修） 

道徳教育・道徳科授業の充実 （学級担任を中心に） 
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いじめの早期発見のためのチェックリスト  
 

寿都町立寿都小学校 年 

記  入  者  

記  入  日    年   月   日 

 

場 面 観察の観点（※印は、無理にやらされている可能性があるもの） 

朝の会
 

□遅刻・欠席が増える。        □始業ギリギリの登校が多い。 

□表情がさえず、うつむきがち。        □出席確認（健康観察）の際、声が小さい。 

児童名 

 

  

授 業 

の 

開 始 

□忘れ物が多くなる。         □涙を流した気配が感じられる。 

□用具・机・椅子等が散乱している。  □周囲が何となくざわついている。 

□席を替えられている。                □一人だけ遅れて教室に入る。 

児童名 

 

 

授業中 

□正しい答えを冷やかされる。     □グループ分けで孤立しがちである。 

□発言に対し、しらけや嘲笑が多い。  □保健室によく行くようになる。 

□責任ある係の選出の際、冷やかし半分に名前が挙げられる。 

□ひどいあだ名で呼ばれる。      □ノートや教科書を見られないようにする。 

□※ふまじめな態度で授業を受ける。  □※ふざけた質問をする。 

□※テストを白紙で出す。 

児童名 

 

 

休み時間 

□一人でいることが多い。              □集中してボールを当てられる。 

□わけもなく階段や廊下を歩いている。 □遊びの中で、いつも同じ役をしている。 

□休み時間、用事もないのに職員室や保健室等に来る。 

□遊びの中で孤立しがちである。    □プロレスごっこで負けることが多い。 

□※大声で歌を歌う。         □※仲良しでもない者とトイレに行く。 

児童名 

 

 

給食時間 

□食べ物にいたずらされる。      □嫌われるメニューの時に多く盛られる。 

□グループで食べるとき、席を離している。  

□その子どもが配膳するといやがられる。□※好きなものを級友に譲る。 

児童名 

 

 

清掃時間 

□目の前にゴミを捨てられる。     □最後まで一人でする。 

□机や椅子がぽつんと一つ残る。    □※サボることが多くなる。 

□※人の嫌がる仕事を一人でする。 

児童名 
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放課後 

□衣服が汚れたり髪が乱れたりしている。□用事がないのに学校に残っている日がある。 

□顔にすり傷や鼻血の後がある。     

□急いで一人で帰宅する。              □※他の子の荷物を持って帰る。 

児童名 

 

 

動作や 

表情 

□活気がなく、おどおどしている。   □視線を合わせない。 

□教師と話すとき不安な表情をする。  □さびしそうな暗い表情をする。 

□手遊び等が多くなる。        □※言葉遣いが荒れた感じになる。 

□委員や係を辞めたいと言うなど、やる気を失う。 

□独り言を言ったり、急に大声を出したりする。 

児童名 

 

 

持ち物 

服 装 

□教科書等にいたずら書きをされる。  □刃物、危険な物を所持するようになる。 

□持ち物、靴、傘等を隠される。 

児童名 

 

 

その他 

□日記、作文、絵画等に気にかかる表現や描写が現れる。 

□飼育動物や昆虫等に残虐な行為をする。□下駄箱の中に嫌がらせの手紙が入っている。 

□教科書、教室の机、掲示板や掲示物、写真等に落書きがある。 

□教材費等の提出が遅れる。   

□インターネットや携帯電話のメールに悪口を書き込まれる。 

□※校則違反、万引き等の問題行動が目立つようになる。 

児童名 

 

 

家庭での 

サイン 

□衣類の汚れや破れが見られ、よくケガをしたりしている。 

□部屋に閉じこもりがちになり、ため息をついたり、涙を流したりする。 

□転校を口にしたり、学校をやめたいなどと言い出したりする。 

□登校時刻になると、頭痛、腹痛、吐き気などの身体の不調を訴え、登校をしぶる。 

□不審な電話や、嫌がらせの手紙が来るようになる。 

□友だちからの電話で、急な外出が増える。 

□言葉遣いが荒くなり、親や兄弟などに反抗したり、八つ当たりしたりする。 

□食欲がなくなったり、体重が減少したりする。 

児童名 

 

 

 

 

〈備 考〉 


